令和７年度高松市関西圏における若者のＵターン就職による定住促進業務委託
仕様書
高松市政策局政策課

　本仕様書は、高松市（以下「本市」という。）が行う令和７年度高松市関西圏における若者のＵターン就職による定住促進業務委託（以下「本業務」という。）に適用します。

１　業務の目的
　　本市では、第７次高松市総合計画における成果指標の一つである、「令和１３年の１年間の転入と転出の差（社会増１，０００人）」の達成に向け、若年層の人口流出などに対応した取組を強化することとしております。
　　本市における若年層の人口流出については、関西圏の大学等に進学し、卒業と同時に大都市圏で就職することが大きな要因となっていることから、それらに対応するため、令和７年度から、関西圏に進学している地元出身の大学生等の地元就職を促進する「関西圏における若者のＵターン就職による定住促進業務」を実施するに当たり、その業務を委託により行うものです。
２　業務期間
契約締結の日から令和８年３月３１日
３　事業規模金額
５，５００，０００円（消費税及び地方消費税を含む。）
４　本業務の対象者
　　香川県内出身で、京阪神を中心とした関西圏（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県）の大学に進学している大学生などの学生（以下「学生」という。）を対象とし、特に、就職活動の早期化に対応するため、就職活動の開始前の大学１～３年生などを重点対象とします。
◯本業務で対象とする学生の例
・短大や専門学校などの１年生
・大学１～３年生
・大学院１年目の院生
・就職活動中の学生

・１Day職場体験などに興味を持つ学生
・インターンシップへの参加を検討している学生
・香川県や近県出身の学生
・地方就職や地方創生に興味のある学生

５　業務の実施内容
　　本業務の実施内容は、次の（１）～（６）に掲げるものとします。

　　また、業務の目的を達成するため、以下の内容を踏まえた提案をしてください。

　（１）本市の職員や関係者と学生が直接接触できる機会の確保
①　本市の職員や関係者が学生と直接接触し、意見交換などを行うためのイベントを複数回開催するとともに、その運営などを行ってください。
なお、イベントを開催するに当たり、直接接触する機会を確保した上で、オンラインを活用しても差し支えありません。
②　学生の集客と情報管理
①で記載したイベントを実施する際の学生の集客を行ってください。
また、学生の個人情報等を適切に管理し、必要に応じ、本市に提供してください。
　（２）市内や県内の企業への就職につながる仕掛けづくり
学生に対し、市内や県内の企業への就職（以下「地元就職」という。）に関する情報発信や意見交換、地元で実現できるライフスタイルの紹介など、地元就職への意識を醸成するための仕掛けづくりを行ってください。
　（３）将来のＵターンにつながる仕掛けづくり

　　　　学生が県外企業に就職する場合を想定し、大都市圏の企業に所属した状態で、本市にＵターンしてフルリモート勤務を行う事例などの、多様なライフスタイルに合わせた働き方の事例などを紹介し、学生の段階から、将来のＵターンに向けた意識を醸成するための仕掛けづくりを行ってください。
　　　　〇事例
　　　　　・大都市圏の企業への所属を継続した状態で、本市にＵターンしてフルリモート勤務

　　　　　・地元を拠点としたフリーランスとしての活動
・いわゆる第二新卒やキャリアチェンジに伴う地元企業への転職

　（４）学生が本市に関心を持つ仕掛けづくり
　　　　学生が在学中に、本市に対し、継続的に関心を持ち続けられるイベントの開催や情報発信などを行ってください。
（５）地元就職のモデルケースとなる人物の選定やイベント参加の調整
　　　　学生の地元就職の意識の醸成やイベント等における意見交換の際に、地元就職のモデルケースとなる人物が必要な場合、人物の選定やイベント参加の調整を行ってください。
　（６）学生の就職活動についての動向やニーズなどの把握
　　　　県内出身の学生や全国的な学生の就職活動の傾向等を把握するとともに、本市に対し、適宜、情報提供やイベントの提案などを行ってください。
　（７）本業務の効果検証
　　　　対象者に対して、本業務に対する感想や意見（良かった点や今後改善すべき点など）についてアンケート調査を行ってください。
　　　　また、アンケート調査の結果などを踏まえ、本業務について振り返り、事業実施の効果について検証してください。
　　　　さらに、次年度以降の事業展開に生かすため、本市に対して検証結果の報告、提案を行ってください。
６　企画提案書記載要件
　　企画提案書には、次の各項目の内容について具体的に記載してください。
（１）業務遂行の方針
本業務の目的を踏まえた、業務遂行全体の方針や考え方を記載してください。
（２）事業スキーム
提案内容における、ターゲット、事業構想、全体像と詳細、イベントなどの詳細、期待される効果や優位性などについて、具体的に記載してください。
また、提案内容が、他の自治体や企業・団体などで導入事例がある場合、実績等について記載してください。
（３）学生の集客方法
意見交換などのイベントの際に、学生を集客するための方針や手法について記載してください。
また、集客する学生の目標数とその根拠について記載してください。
（４）イベントの開催や学生情報の管理
イベントを開催するための方針や手法について記載してください。
また、学生情報の管理の手法について記載してください。
（５）就職活動の動向やニーズの把握
学生の就職活動における動向やニーズを把握するための方針や手法について記載してください。
（６）業務スケジュール
本業務の全体スケジュールを記載してください。
（７）業務の実施体制等
本業務全体の実施体制や担当者の役割分担について記載してください。
また、業務担当者の業務に有効な知識や経験等、業務実績について記載してください。
（８）その他提案
その他、本仕様書に定める事項以外で、弾力的な対応やその他本事業に必要又は有効で、かつ、実施可能である提案があれば記載してください。
７　業務の完了
受注者は、本業務完了後、速やかに「５　業務の内容」における実施内容や効果検証等をまとめた「業務実施報告書」を作成し、電子媒体で提出してください。なお、効果検証は、メンバーへのアンケート調査を含む効果的な方法で実施し、今後の改善策の提案を含めた報告を行ってください。本市の検査をもって、本業務の完了とします。
８　業務実施上の留意事項
（１）業務の実施に当たっては、本市と十分な打合せを行い、指示に従ってください
（２）本業務の実施に関する必要資材調達費用、メンバー募集及び登録業務の実施に当たり必要となる経費、その他の諸経費等については、本業務委託料に含めてください。
９　仕様書の確定
本仕様書については、企画競争の結果により、本市と選定された事業者と協議の上、必要に応じて、修正した後、確定するものとします。
10　疑義の解釈
本仕様書に定める事項について疑義を生じた場合、又は本仕様書に定めのない事項については、本市と受注者で協議の上、定めます。
11　その他
(１)　受注者は、業務責任者をもって秩序正しい業務を行わせてください。
(２)　受注者は、常に本市と緊密な連絡を取り、適宜、十分な打ち合わせを行うとともに、作業の途中において中間報告を求められた時は、直ちに報告を行ってください。
（３）受注者は、本業務の遂行に当たっては、十分な注意を払ってください。また、明らかな瑕疵により発注者に損害を与えた場合は、その損害額を補償することとします。
(４)　受注者は、労働基準法（昭和２２年法律第４９号）、最低賃金法（昭和３４年法律第１３７号）その他関係法令を遵守するとともに、個人情報の取扱いを適正に行い、危機管理意識に基づく健全かつ安全な業務執行を図ってください。
(５)　本業務の実施に伴い必要となる費用は、原則として、受注者の負担とします。
(６)　受注者は、本業務の履行に当たり、関連する法令等を遵守してください。
(７)　本業務の全部を一括して、又は主たる部分を第三者に委任し、又は請け負わせることはできません。「主たる部分」とは、本業務における総合的企画、業務遂行管理、手法の決定及び技術的判断のことを指します。
(８)　受注者は、本業務実施において事故等が発生したときは、その原因・経過及び被害の内容を、速やかに発注者に報告してください。また、受注者は当該事故について一切の責任を負い、損害賠償等の請求があった場合は、一切を受注者の責任において処理するものとします。
(９)　受注者は、本業務の履行に伴い得た個人及び企業等に関する情報について、その取扱い及び保管を慎重に行い、破損及び減失、盗難等のないよう責任を持って管理を行うとともに、業務上必要であっても本市の承諾なく複製又は貸与してはなりません。
また、この契約が終了し、又は解除された後、直ちに本市に引き渡してください。
